
＜資料＞
テキストエディタ MIFES 10 で
編集できるファイルと機能
テキストエディタは単に文字の入力・編集機能だけを搭載しているわけではありません。
それらの機能を効率よく行うための補助的な機能も多数搭載しています。



＜テキスト原稿＞
新聞や雑誌・書籍の元となる原稿の多くは、テキストエディタで書かれています。
MIFESは、データファイル側に余分な情報を書き込むことなく、見出し行を色替え表示する機能も備えています。



＜HTML＞
パソコンやスマートフォンなどで閲覧するインターネッ
ト上の情報は、基本的に「HTML」というソースコード
で書かれています。
ツールを使って書くことが多い言語ですが、修正作業の
ときは起動・表示が速いテキストエディタで編集する人
も多いようです。

＜ソースコード＞
スマートフォンの「アプリ」、日常的に使用している
ワープロソフトや表計算ソフト、ゲームソフトはすべ
て「ソースコード」を書くことから始まります。
MIFESは、C/C++、C#、Java、Perl、Rubyなど
ソースコードの種類（プログラミング言語）に合わせ
たキーワードの色分け表示ができます。



＜XML＞
< と > の間に意味を持つキーワードを記述する「タグ」形式の比較的新しいタイプのデータ形式です。
XMLのMLはHTMLのMLと同じ「Markup Language」の意味です。

改行やスペースが挿入されていない状態の
XMLファイルを仮改行や仮スペースを挿入して
見やすく表示する「XMLモード」を搭載しています。

↑
元のファイル

「XMLモード」で表示 →



＜CSV＞
表計算ソフトからも出力できる「,（カンマ）」区切りのデータファイルですが、実はこれもテキストファイル。
大きいサイズでもサクッと開き「，」で揃えて表示・編集できるので「MIFESのCSVモードが便利」と、
多くのユーザーに好評の機能です。



＜バイナリファイル＞
16進数で書かれたデータファイルで、
身近なところでは画像や動画がバイナリファイルです。
MIFESはテキストエディタですが、
ソフトウェア開発や検証で利用するバイナリデータの
閲覧・編集機能も備えています。



＜grep（グローバル検索）＞
指定したフォルダーの中に複数あるファイルの中から、指定したキーワードを含む「行」を探し出し、結果リス
トを出力、またそのリストから対象ファイルを開きキーワードの位置にジャンプする機能です。
古くはOSにあった機能で、専用のツールもありますが、MIFESはこの機能を標準搭載しており、
多くのユーザーから高評価をいただいている
一番人気の機能です。

grep（グローバル検索）の結果リスト。→
行をダブルクリックすると、
そのファイルを開き、
その行にカーソルが移動します。



＜比較＞
2つのファイルのどこがどう異なっているのかを明示する機能で、専用ツールも多数公開されていますが、
MIFESは標準機能として搭載しています。バックアップファイルと比較をすることで
どこを編集したのかを確認することもできます。（MIFES 10で機能アップ）



＜構造解析＞
ソースコードやデータファイルの構造を自動解析し、ファイル内の「段落」をわかりやすくする機能です。
「段落」ごとに閉じたり開いたりすることができるため、長いファイルも目的の場所を見つけやすくなります。
（MIFES 10 の新機能）



MIFESの機能一覧＞

MIFES 10の主な機能はこちらでご覧いただけます。

http://www.megasoft.co.jp/mifes10/function/functionlist.php

http://www.megasoft.co.jp/mifes10/function/functionlist.php
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